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Abstracts
The purpose of this study was to clarify the differences between high school track and field athletes 
who had competed in national championships (hereinafter referred to as the national-level group) and 
those who had not (hereinafter referred to as the non-national-level group). The subjects were athletes 
who participated in training camps, including the U19 National Training Camp held from 2021 to 2024. 
Data collection was conducted by requesting them to complete a questionnaire survey. A total of 2,769 
responses were obtained. The competitive level of the subjects was 1,160 for the national-level group 
and 1,609 for the non-national-level group. The questionnaire items primarily covered past athletic 
and competitive history, attitudes toward training and mental toughness, training volume and quality, 
physical condition and dietary habits, and overall physical and mental state. For nominal scale items, 
chi-square tests were performed. For ordinal scale items, scores were converted and rank sum tests 
were conducted. Continuous variables, such as training hours, were analyzed using independent t-tests. 
Compared to the non-national level group, the national level group began competition earlier and had 
a significantly higher proportion of individuals participating in track and field at the elementary school 
level. Furthermore, approximately half of the national level group had competed in national tournaments 
during junior high school, indicating they possessed a high competitive level from that stage. The 
national level group also exhibited significantly higher daily practice frequency and duration, suggesting 
that early specialization and high-intensity training underpin their high competitive level. Regarding 
dietary habits, significant differences were observed in food intake patterns and supplement use, 
indicating the national-level group tended to have better dietary habits. However, a higher proportion 
of the national-level group practiced while carrying injuries, and a lower proportion practiced without 
injury or other issues. For menstrual-related items, significant differences were found in menstrual 
abnormalities, with a higher proportion of the national-level group experiencing amenorrhea. These 
results indicate that the national-level group began serious track and field training earlier and achieved 
better results compared to the non-national-level group. In daily life, they spent more time training and 
paid attention to supplements and diet. However, concerns were identified in the national-level group 
regarding the high training volume, the low proportion of athletes able to train without injury, and the 
high frequency of energy drink consumption among male athletes.

【原著論文】
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Ⅰ　緒言

日本中学校体育連盟（2025）によると，令和 7年

度における陸上競技の加盟人数は 186,573 人で全競

技の中で 4番目に多い。また，全国高等学校体育連

盟（2025）によると，同年の加盟人数は 92,550 人

で全体の 5番目であった。このように，陸上競技は

中高生において興味・関心の高いスポーツの一つで

あり，陸上競技に取り組む中高生に中には，日本代

表となることを目標にする選手もいるだろう。

Bezuglov et al.（2022）は，陸上競技での U18

及び U20 のカテゴリーにおいて，世界ランキング上

位 100 位までに入った者のシニア期での成績につい

て軌跡調査を実施した。U18 の段階でランキング上

位 100 位以内であった者のうち，シニア期におい

てもランキング上位 100 位以内であった者の割合

は 3.5% だった。また，U20 の段階でランキング上

位 100 位以内であった者のうち，シニア期において

もランキング 100 位以内であった者の割合は 35.4%

だった。U18 から U20，そしてシニア期まで一貫し

てランキング上位 100 位以内であった者の割合は

20% であった。それに対して，U18 及び U20 のいず

れのカテゴリーにおいて，一度もランキング上位

100 位に入らなかったが，シニア期で 100 位以内に

入った者は 18,823 人であり，その割合は約 68.5%

であった。このことから，青年期に好成績を収めて

いる者が，その後もハイパフォーマンスを維持でき

るのは一部であることがわかる。

国際オリンピック委員会の声明によると，U18 の

ユースオリンピックに出場した者のうち，シニア

期への移行後にオリンピックに出場した者の割合

は 30% であった。この背景として，トレーニングの

不適切な負荷や怪我，精神的プレッシャーなどの複

数の要因が関係していると示されている。特に，思

春期のアスリートは成長や成熟度，オーバーユース

における障害の影響を受けやすい。このことから，

オーバーユースや慢性的な障害は，バーンアウトや

再障害を引き起こすことにつながり，選手としての

キャリアを断念することにつながることを示してい

る（Bergeron et al., 2024）。したがって，高校生

期に高いパフォーマンスを発揮している者であって

も，シニア期での競技継続には課題がある。

日本において，鈴木・渡邊（2022）は，日本代表

選手のうち，高校期に全国大会へ出場した選手は全

体の 91.6% であり，そのうち 86.5% が入賞以上の成

績を収めていたことを明らかにした。また，中学生

期の競技レベルを比較したところ，全国大会に出場

したのは全体で 45.1% であり，多くの選手が高校期

に全国レベルに達していた。これは，日本代表選手

を目指すうえで，必ずしも中学校期に全国レベルに

達している必要はないものの，高校生期に比較的高

い競技レベルに到達していることが，将来において

日本代表選手になるための一つの指標となる可能性

を示唆している。また，大学生陸上競技選手を対象

とした軌跡調査では，関東学生陸上競技対校選手権

大会の参加標準記録を突破した選手（以下，上位群）

と突破していない選手（以下，下位群）を比較し，

スポーツ歴や全国大会出場歴の有無について分析が

行われた（三上ほか，2018）。年齢別大会における

競技成績に着目すると，U13 では，全国大会に出場

している割合は，上位群より下位群の方が多かった。

それに対して U19 では，上位群のうち全国大会で入

賞以上の成績を収めた者は 40.9%，全国大会に出場

した者が 29.7% であり，上位群の約 7割の者が全国

大会に出場していた。下位群で全国に出場していた

者は 30.5% であった。これは，多くの高校生選手が

出場する U19 における全国大会出場や入賞といった

競技成績は，U23 での高い競技レベルにつながりや

すいことを示唆している。このことから，日本の選

手が国際的な声明や事実とやや異なる傾向を示して

いるのは，各国の競技パフォーマンスの発達特性が

異なる可能性が考えられる。

また日本では，青年期の選手育成及び強化に関す

る有益な情報を得るための調査が行われている。日

本陸上競技連盟科学委員会は，2004 年から高校陸

上競技選手を対象に毎年質問紙調査を実施してい

る。当初はインターハイ入賞選手を対象として調査

が行われたが，2004 から 2019 年での調査結果から，

インターハイ入賞選手の実態が多角的に報告されて

いる。競技経験に関する調査報告によると，陸上競

技を除いた競技経験を持つ者は 69.1% であり，3 種

目以上の経験者は 27.0% であった。このことから，

他競技を経験している傾向はハイパフォーマンスと

関係している可能性があることを示している（渡邊，

2020）。食生活や体調に関する調査報告によると，

朝食の摂取頻度は 95.3% であり，一般の高校生と比

べて朝食の摂取頻度が高い一方で，精神的な不調を

訴える選手もいることが示された。また女子選手の

月経異常は，中・長距離走を専門としている者が

19.0% で最も高いが，短距離走などの種目でもみら

れ，月経異常は全種目共通の課題である（須永・山

田，2020）。サプリメントの摂取状況に関する調査

報告によると，男女別でみたサプリメントの摂取状

況は，男子で 64.0%，女子で 56.2% の選手が現在摂
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取していた。また，男子の使用率は，一定して 64%

前後で推移しているのに対し，女子は年々減少傾向

であることが示された（酒井，2020）。睡眠と練習

時間の関連性に関する調査報告によると，男女別の

練習時間は，男子で平均 3.36 時間，女子で 3.51 時

間であり，睡眠時間は，男子で平均 6.91 時間，女

子で 6.76 時間であった。これは，女子は睡眠時間

が比較的短い中で練習を行っている傾向にあること

を示唆している（山本，2020）。以上の調査報告か

ら，対象となったインターハイ入賞選手は，他競技

の経験を有し，高い朝食摂取率やサプリメントの使

用で自己管理を行っているが，精神的不調や女子選

手の月経異常，練習時間の多さなどの課題が示され

た。しかし，2019 年まで行われた調査で対象となっ

ているのはインターハイ入賞選手のみで，異なる競

技レベルの選手と比較していない。つまり，インター

ハイ入賞選手の特性であるかはわからないことを指

摘した（渡邊，2020）。また，有効回答率の低さも

課題であるとし（渡邊，2020；山本，2020），幅広

い競技レベルの選手に対して調査が行われる必要性

を提言した（渡邊，2020；酒井，2020）。

2021 年の調査からは，対象を U19 強化研修合宿

等に参加する選手に変更された。質問項目は，現在

の競技成績や専門種目，身長，体重などの基本情報

に始まり，過去の運動経験や競技成績，現在の練習

状況，体調や食習慣，心身の状態など多岐にわたる

（渡邊ほか，2021）。しかし，これらの調査は年度ご

との単純集計が主に報告されているにとどまり，競

技レベルに影響を及ぼす要因を十分に明らかにして

いない。海外の知見と異なり，高い競技レベルを有

している日本の高校陸上競技選手の背景を解明する

ことは，日本独自の成長過程を明らかにするうえで

重要である。

そこで本研究は，全国大会レベルにある高校陸上

競技選手における過去の運動経験や食習慣，心身の

状態などの傾向を明らかにすることを目的とする。

これらを明らかにすることは，今後高校陸上競技選

手が競技レベルを向上させるための有益な情報にな

るだけではなく，シニア期へ移行する際に，バーン

アウトなどによって競技離脱を防ぐための有益な情

報をもたらすと考える。

Ⅱ　方法

1. 対象

対象は，2021―2024 年度に開催された次の合宿

に参加した選手である。一つは，日本陸上競技連盟

が開催している U19 強化全国研修合宿に参加した選

手である。本合宿には参加標準記録が設定されてお

り，全国大会出場レベルに相当する選手がおもに参

加する。もう一つは，ブロックごとに開催される

U19 強化研修合宿に参加した選手である。この合宿

に参加する選手の多くは県大会入賞以上の競技レベ

ルを有している。なお，2021 年はブロック別合宿

が開催されなかったため，茨城県と栃木県で開催さ

れた強化練習会に参加した選手を対象にした。

これらの合宿に参加した選手に対してアンケー

トへの回答を依頼した。アンケートは Microsoft 

Forms にて作成され，依頼文書に記載した QR コー

ドを各自のスマートフォンで読み取って回答する仕

組みであった。これらの合宿には選手が重複して参

加していることもあり，同一年度にすでに回答が

あった場合には最初の回答を採用した。ただし，同

一回答者でも年度が異なった場合には両方とも採

用した。データスクリーニングを行った結果，延

べ 2769 名（男子 1427 名，女子 1342 名）から有効

回答を得た。なお，本研究は茨城大学教育学部研

究倫理委員会の承認を得て実施された（許可番号：

21P1900）。

2．質問項目

質問項目は，現在の専門種目，高校期の最高成績

などの基本情報の項目に加え，過去の運動経験や競

技成績等に関する項目，体調や食習慣に関する項目，

サプリメントに関する項目，そして心身の状態に関

する項目であった（渡邊ほか，2021）。

過去の運動経験や競技成績等に関する項目は，小

学校高学年時の身長や体型のみならず，走・跳・投

能力が周りの子どもと比べての優劣を尋ねた。また，

当時行っていたスポーツ種目数や陸上競技を開始し

た時期などの運動歴を尋ねた。中学校時に関する項

目は，所属していた部活動やその部活動での最高成

績を尋ねた。加えて，練習に対する意識，周囲のサ

ポート，メンタルタフネスに関して 15 項目尋ねた。

これは順序尺度で「全くない」から「非常にある」

までの 5つの選択肢で構成された。練習に関する項

目では，練習の日数，時間，頻度，強度を尋ねた。

体調に関する項目は，筋肉痛の有無や食欲低下な

どの体調に関して 19 項目尋ねた。これは，順序尺

度で構成されており，「全くない」を 1点，「非常に

ある」を 5点とし，合計得点が小さいほど，良い体

調であることを表す。食習慣に関する項目は，三食

の摂取状況や食生活の変容段階について尋ねた。「穀

物」「肉・加工肉」などの食品ごとの摂取状況に関
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して 9 項目尋ねた。「毎日毎食食べる」を 1 点，「1

週間で食べない日の方が多い」を 5点とし，合計得

点が小さいほど，良好な食事摂取状況を表す。また，

エナジードリンクの摂取頻度やサプリメントの摂取

状況も尋ねた。

心身の状態に関する項目は，怪我の有無や精神状

態を尋ねた。加えて，女子選手には月経に関する質

問を尋ねた。心身の状態は，「体重を気にしていま

すか」「食べ物があなたの生活を支配していると思

いますか」など，名義尺度の質問を 10 項目尋ねた。

「はい」を 1点，「いいえ」を 2点とし，合計得点が

小さいほど，精神状態が良いことを表す。

2024 年度調査では質問項目の一部が修正された

ため，質問項目の中には，2021 年度調査から 2023

年度調査まで実施されていた項目や 2024 年度調査

のみ実施された質問項目があった。

3．統計分析

収集したデータから，全国大会に出場した経験の

ある者（以下，全国レベル群）と出場経験のない者（非

全国レベル群）を男女別に比較した。回答が名義尺

度の質問に関してはクロス集計を行い，割合の差の

検定にはカイ 2乗検定を行い，有意差のあった項目

間の分析には残差分析を用いた。また，順序尺度に

関する項目では得点化をし，その合計点の比較には，

ノンパラメトリック検定である Wilcoxon の順位和

検定を行った。練習時間などの連続変数で回答され

た項目に関しては，Welch の対応のない t 検定を用

いた。統計処理には JMP Student Edition19 を主に

利用したが，残差分析は js-STAR で行った。なお，

統計的有意水準は 5% 未満とした。

Ⅲ　結果

1．対象者の特徴

表 1は学年分布や専門種目などの対象者の基本情

報である。学年分布は，全体で 2年生が 68.4% で最

も多く，次いで 1年生が 29.9%，3 年生が 2.7% であっ

た。

対象者の専門種目は，全体で跳躍が 26.4%（730 名）

と最も高い割合を占め，短距離走が 22.8%（631 名），

投てきが 21.0%（568 名），ハードルが 14.6%（405

名）と続いた。一方で，長距離走は 1.0%（26 名）と，

最も低い割合であった。

対象者の全国大会出場経験の有無は，全体で全国

レベル群が 41.9%（1,160 名），非全国レベル群は

58.1%（1,609 名）であった。

高校期での最高成績は，全体で全国大会出場が

25.8%（714 名）と最も高い割合を占め，地方大会 8

位以内が 24.3%（674 名），地方大会出場が 22.4%（621

名）と続いた。

2．過去の運動歴，競技歴

表 2は小学校高学年における主観的な体格，運動

能力，運動習慣である。小学校高学年時の体格及

び運動能力に関する質問項目のうち，「身長」「体

型」の項目は全体では有意差はみられなかった。し

かし男女別でみると，男子は，「身長」の項目で有

意差がみられた。項目間の差をみると，「高い」と

回答する者の割合は，全国レベル群の方が有意に高

かった（AR=3.088，p<.01）。女子は「体型」の項目

で有意差がみられた。運動能力は，全体では全ての

項目において有意差がみられた。「速かった」また

は「高かった」と回答した者の割合は，「短距離走」

（AR=5.728，p<.01）「長距離走」（AR=4.336，p<.01）

「跳能力」（AR=5.401，p<.01）「投能力」（AR=3.41，

p<.01）のそれぞれの項目において，全国レベル群

の方が有意に高かった。男女別でみると，男子では

全体と同様な有意差がみられ，女子では「投能力」

を除いた項目において有意差がみられた。また，小

学校高学年時における放課後での運動遊びの習慣で

は，全体および男女別のいずれにおいても有意差は

みられなかった。

表 3は過去の運動歴，競技歴である。小学生の頃

に指導者の下で取り組んだスポーツ数は，全体，男

女別のいずれにおいても有意差はみられなかった。

陸上競技の開始時期は，全体および男女別ともに有

意差がみられた。項目間の差をみると，「小学校 3

－ 4年」と回答した者の割合は，全国レベル群で有

意に高かった（AR=2.775，p<.01）。

中学校期に活動していた部活またはクラブ活動

は，全体で全国レベル群における中学校期での陸上

競技部所属率が，非全国レベル群と比較して有意に

高かった。項目間の差をみると，「陸上」は全国レ

ベル群の方が有意に高かった（AR=5.636，p<.01）。

また，男女別でみても同様の傾向であった。

中学校期に所属していた部活動やクラブでの最

高成績は全体および男女ともに有意差がみられ

た。また，項目間の差をみると，「全国上位入賞」

（AR=10.313，p<.01），「全国下位入賞」（AR=9.491，

p<.01），「全国大会出場」（AR=8.793，p<.01）は全

国レベル群の方が有意に高かった。
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表 1　対象者の基本情報

表 2　小学校高学年時における主観的体格，運動能力，運動習慣
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表 3　過去の運動歴，競技歴

3．練習に対する意識，周囲のサポート，メンタル

タフネス

表 4は練習に対する意識，周囲のサポート，メン

タルタフネスである。練習に対する意識は，「日常

の練習が楽しい」，「練習環境に恵まれている」の項

目において全体で有意差がみられた。2 つの項目に

おいて，「強くそう思う」と回答した者の割合は全

国レベル群の方が有意に高かった。男女別でみると，

女子では全体と同様の傾向がみられたものの，男子

では「日常の練習が楽しい」の項目のみ有意差がみ

られた。

周囲のサポート等は，5 つの項目全てにおいて全

体で有意差がみられた。全国レベル群は全ての項目

において，「強くそう思う」と回答する者の割合が

有意に高かった。男女別でみると，男女ともに同様

な傾向がみられたものの，男子の「指導者に支えら

れている」の項目においては有意差がみられなかっ

た。

メンタルタフネスに関する項目は，5 つの項目全

てにおいて全体及び男女ともに有意差がみられ，「強

くそう思う」と回答した者の割合は全国レベル群の

方が有意に高かった。

4．練習量と強度

表 5は 1週間の練習量と強度である。平日におけ

る練習日数，及び 1週間での高強度な練習日数にお

ける「かなりきつい練習」の練習数については有意

差がみられなかった。しかし，休日の練習数では有

意差がみられ，全国レベル群は平均 1.3 日で練習日

数が多かった。1 週間の練習回数では有意差がみら

れ，全国レベル群は平均 6.9 回で練習回数が多かっ

た。

1 週間の合計練習時間を比較すると，平日，休日

の練習時間ともに有意差がみられた。全国レベル群

は平日で平均 11.2 時間，休日で平均 4.5 時間と有

意に高かった。加えて，1 週間における「きつい」

と感じる高強度の練習日数では，全国レベル群は平

均 2.9 回で有意に高かった。

5．現在の体調，食習慣

表 6 は食事の摂取状況である。2024 年度調査に

おける欠食の有無に関して，全体，男女別のいずれ

においても有意差はみられなかった。2021 年度調

査から 2023 年度調査で得られた三食の摂取状況は，

全体で朝食，昼食，夕食，補食のいずれの項目にお

いても有意差はみられなかった。男女別でみると，
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表 4　練習に対する意識，周囲のサポート，メンタルタフネス
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表 5　1週間の練習量と強度

表 6　食事の摂取状況

男子の朝食の摂取状況において有意差がみられ，「毎

日食べる」と回答した者の割合は全国レベル群の方

が有意に高かった（AR=3.186，p<.01）。

表 7は，体調，食習慣，エナジードリンク，サプ

リメントの摂取状況である。体調は値が小さい程，

良好な体調であることを示している。全体では有意

差がみられ，全国レベル群は体調が良好である結果

となった。男女別でみると男子のみ有意差がみられ

た。

食生活の変容段階は，全体および男女ともに有

意差がみられた。項目間の差をみると，「現在望

ましい食生活を継続してできている」と回答した

者の割合は，全国レベル群の方が有意に高かった

（AR=5.679，p<.01）。また，食品を購入する際に，

栄養成分の表示を参考することに関して，全体で有

意差がみられた。項目間の差をみると，「いつもし

ている」と回答する者の割合は，全国レベル群の方

が有意に高かった（AR=2.311，p<.01）。しかし，男

女別でみると有意差はみられなかった。

食品の項目ごとの摂取状況は，値が小さいほど，

良好な食事摂取状況であることを示している。全体

および男女ともに有意差がみられ，全国レベル群は

非全国レベル群と比較して良好な食事摂取状況で

あった。

日常，試合時におけるエナジードリンクの摂取頻

度は，全体での日常時および試合時の摂取頻度にお

いて有意差がみられなかった。一方で，男女別でみ

ると，男子の日常時，試合時の摂取頻度ともに有意

差がみられた。項目間の差をみると，日常時に「週

1 － 2 缶飲む」と回答する者の割合は全国レベル群

で有意に高かった（AR=2.05，p<.05）。加えて，試

合時にエナジードリンクを「毎日飲む」と回答した
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者の割合は，全国レベル群の方が有意に高かった

（AR=3.701，p<.01）。

現在のサプリメントの摂取状況は，全体および

男女ともに有意差がみられた。項目間の差をみる

と，「現在摂取している」と回答する者の割合は，

全国レベル群の方が有意に高かった（AR=5.504，

p<.01）。

6．心身の状態

表 8は，過去 1年間での怪我の有無，怪我や病気

があった期間の練習状況，精神状態である。2021

年度調査から 2023 年度調査で実施された怪我の有

無は，全体，男女のいずれにおいても有意差はみら

れなかった。

疲労骨折及び肉ばなれの受傷回数は，疲労骨折，

肉ばなれの両項目において全体で有意差がみられな

かった。男女別でみても，全体同様に両項目の有意

差はみられなかった。

怪我や病気のあった期間で行っていた練習状況

は，全体で有意差がみられた。項目間の差をみる

と，怪我や病気がなかった者の割合は有意に低かっ

た（AR=2.777，p<.01）。

2021年度調査から2023年度調査までに行われた，

心身の状態に関する項目は，得点が大きい程，より

良い健康状態であることを示す。結果として，全体，

男女のいずれにおいても有意差がみられなかった。

表 9は，女子選手を対象とした月経に関する質問

である。初めて月経があった時の年齢に，有意差が

表 7　食習慣，エナジードリンク，サプリメントの摂取状況

表 8　過去 1年間での怪我の有無，怪我や病気があった期間の練習状況，精神状態
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みられた。また，無月経に関しては，「3 ヶ月以上

月経が止まったことがあるか」に関して有意差がみ

られた。項目間の差をみると，「今がそうである」

と回答する者の割合は，全国レベル群の方が有意に

高かった（AR=2.569，p<.05）。

Ⅳ　考察

本研究は，高校陸上競技選手を対象として，全国

レベルにある選手の特徴を明らかにすることを目的

とした。

表 9　月経に関する項目



－ 53 －

1．過去の運動歴，競技歴

小学校高学年時の体格および主観的運動能力に関

する項目については，男子で身長が「高かった」，

女子で体型が「やせている」と回答した者の割合は

全国レベル群の方が高く，各運動能力において，全

ての項目で全国レベル群の方が優れていると自覚す

る者の割合が有意に高かった。ユース陸上競技選手

を対象とした研究によると，成熟度が進んでいる

者の方がスプリント能力，跳能力，投能力におい

て，有意に優れたパフォーマンスであった（Cruz 

et.al, 2019）。本研究においても，全国レベル群の

方が身体に早熟な者が多かった可能性がある。

放課後での運動遊びの習慣や小学生の頃に指導者

のもとで取り組んだスポーツ数に関して，有意差は

みられなかった。一方，Côté et al.（2007）は，6

歳から 12 歳の期間に運動遊びを行うことや多種多

様なスポーツに取り組むことは，多様なスキルを獲

得し，長期的なスポーツ参加の基盤を築く上で有効

であると述べているため，先行研究とは異なる結果

となった。尋ね方が同じではないので正確に比較す

ることはできないが，小学校期での運動遊びの習慣

及び経験したスポーツ数については，さらなる調査

が必要だと考える。

陸上競技を本格的に開始した時期をみると，小学

校期の段階で始めている者の割合は全国レベル群で

高く，中学校期の段階では全国レベル群の約 9割が

専門的に競技に取り組んでいた。先行研究によると，

スポーツの早期専門化はオーバーユースなどの傷害

リスクを高める（Côté et al., 2007；Jayanthi et 

al., 2019）。加えて，Côté et al（2007）の研究では，

スポーツの早期専門化は高い競技レベルからの離脱

に関連しており，早期での過度なトレーニングを行

うことは長期的なスポーツ参加及び専門性の向上に

悪影響を及ぼす可能性があることを示している。全

国レベル群は陸上競技の開始年齢が早いことから，

先行研究で示されたリスクをもった者が多く存在す

る可能性は十分に考えられる。

中学校期での最高成績に着目すると，全国レベル

群の方が全国大会に出場以上の成績を残している者

が有意に高い割合を示した。これは，中学校期での

パフォーマンスが高校期においても維持されている

選手が多いことを意味する。また，専門種目の変更

割合に有意差はみられなかったが，全国レベル群で

も種目変更を行った者は 33% を超えていた。高校期

では，400mH やハンマー投げ等の種目が追加される

ため，トランスファーによって高い競技レベルを獲

得する可能性は十分に考えられる。

これらのことから，高校生陸上競技選手は，成熟

度や身体に応じた取り組みを行っていくことが重要

であろう。また，高校期までの競技成績は相対年齢

効果の影響を受けている可能性もあるため，高校期

までの競技成績がその後の競技成績を保証するもの

ではない。これまでの競技成績と長期的な競技育成

および発達に関して，今後切り分けて議論する必要

があると考える。

2．	練習に対する意識，周囲のサポート，メンタル

タフネス

練習に関する意識の質問項目では，2 つの項目で

有意差がみられ，全国レベル群は練習を肯定的に捉

え，良好な練習環境で競技に取り組んでいることが

示された。また，社会的サポートを含む 5つの項目

全てにおいても有意差がみられ，全国レベル群は家

族や指導者からより社会的サポートを受けているよ

うであった。さらに，メンタルに関する質問項目は

全て有意差がみられ，全国レベル群のメンタルタ

フネスが高い傾向にあった。クロスカントリーの

選手を対象とした先行研究では，メンタルタフネ

スが高いほどパフォーマンスが高いことを示した

（Mahoney et al., 2014）。また，オーストラリアン

フットボール選手を対象にした研究では，メンタル

タフネスが高いほどシャトルランの成績が優れてい

た（Gucciardi et al., 2016）。つまり，本研究に

おいても，メンタルタフネスの高さが競技成績に関

連している可能性がある。

これらのことから，良好な環境と周囲のサポート

の中で，競技に取り組むことが重要であると言えよ

う。加えて，指導者は選手のメンタルタフネスを高

めることを意識したアドバイスやサポートをするこ

とで，競技レベル向上につなげていけると考える。

しかし，本研究は横断調査のため，メンタルタフネ

スの高さによって高い競技成績が得られている可能

性と並んで，高い競技成績によって自信やメンタル

タフネスが培われた可能性が考えられる。

3．練習量と強度

練習頻度についての項目では，練習時間などの 5

つの項目で有意差がみられ，全国レベル群は非全国

レベル群と比べて，練習時間が長いもしくは練習量

が多かった。練習量が多く，トレーニング負荷が過

剰になってしまうと受傷リスクが高まる。Mountjoy 

et al.（2008）は，推奨トレーニング頻度として，

有酸素系トレーニングであれば週 3―4 回の頻度が

望ましいと示している。さらに，過剰なトレーニン
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グ負荷はオーバーユース等の障害を誘発する可能性

がある。Yamamoto et al.（2024）によると，週あ

たりの練習時間が 1時間増加することで疲労骨折の

リスクも高まることが示されており，具体的には，

疲労骨折の既往歴がある者の週当たりの練習時間は

平均 15.6 時間であり，既往歴のない者は平均 14. 

6 時間であった。本研究での全国レベル群の練習時

間は，1 週間で 15 時間であり既存の報告とほぼ同

様であった。適正な練習頻度と時間については，練

習効果と障害発生率のほか，勉強や他の体験機会の

逸失や心理的疲労による燃え尽きリスクなど，多く

の要素を考慮する必要があろう。

4．現在の体調，食習慣

体調に関する項目では，全国レベル群の方が非全

国レベル群と比べて，負の指標を示す総得点が有意

に低く，全国レベル群は良好な体の状態であること

が明らかとなった。体調を崩しにくい選手ほど高い

競技成績を発揮しやすいことは想像に難くないが，

個人の素因によるものか，日常的なコンディショニ

ングの取り組みによるものかは今後調査する価値が

あるものと考える。また全国レベル群は，食習慣に

関する項目において望ましい食習慣や，栄養成分表

示の活用において高い割合を示していた。先行研究

でも，バランスの取れた食事は競技力向上において

重要であることが示されている（Bergeron et al., 

2024）。食習慣に関心をもち，バランスの取れた食

事を行っていることは，高い競技成績の一助となっ

ている可能性が高い。

エナジードリンクの摂取頻度では，男子におい

て日常時及び試合時ともに有意差がみられ，全国

レベル群の方がエナジードリンクの摂取頻度が多

かった。先行研究によると，エナジードリンクはカ

フェイン含有量が多く，身体的依存症のリスクがあ

る（Committee on nutrition and the council on 

sports medicine and fitness，2011）。加えて，興

奮剤の影響で心血管系や神経系への影響も少なくな

い。そのため，エナジードリンクの摂取は青年期に

おいて控えるべきであることを示している。男子で

は，過度なエナジードリンクの摂取に注意したい。

サプリメントの摂取状況では，全国レベル群で

現在も摂取している者が有意に高い割合を示した。

Bergeron et al.（2024）は，サプリメントの使用

は競技力向上と回復において重要としながらも，栄

養摂取をサプリメントに依存してしまうことを懸念

している。本研究の全国レベル群は，望ましい食習

慣やバランスの取れた食事を摂取している傾向では

あったが，疲労回復や体作りといった様々な目的の

達成に向けてサプリメントに依存している者もいる

に違いない。

5．心身の状態

怪我に関する項目では有意差はみられなかったも

のの，怪我などの不具合なく練習を継続できた者の

割合は，全国レベル群の方が有意に低かった。先行

研究では，怪我などの不具合になって練習を修正し

た者は，目標としていた大会において，ベストパ

フォーマンスを発揮できる可能性が低くなることを

示した（Raysmith and Drew，2016）。そして，1年

を通して，怪我などで不具合による練習を中断及び

修正を最小限に抑えることがパフォーマンスを発揮

するには重要であることを示した。本研究の結果を

踏まえると，怪我をした際の練習よりも怪我なく練

習を継続できる者の割合を増やすような配慮をする

必要があるだろう。

女子に関する質問項目では，初経が遅れて現れる

割合と月経異常の割合は全国レベル群の方が有意に

高かった。Bergeron et al.（2024）によると，3ヶ

月以上月経が止まる無月経状態であることは，疲労

骨折などの傷害リスクを高めてしまうことを示して

いる。そして，先行研究では，ユースアスリートの

月経異常を引き起こす要因の一つとして，利用可能

エネルギー不足であることを示している（Bergeron 

et al.，2024；Fortuna et al.，2025）。したがって，

全国レベル群は，月経異常のみならずエネルギー不

足状態などの健康リスクを抱えている可能性がある

ことが考えられる。Fortuna et al.（2025）は，エ

ネルギー不足状態の改善として，選手はバランスの

取れた食事を摂ることに加え，個々に応じた必要な

栄養素を摂取することを示した。また，トレーニン

グ負荷の調整を行い，エネルギーバランスを整える

ことも重要であることを示した。

本研究において，全国レベル群は非全国レベル群

と比べて練習量が多く，怪我により練習を継続でき

ない経験をしている者の割合が高く，女性では月経

異常の割合が高かった。この結果から，心身への過

度の負担と引き換えに高い競技成績を獲得している

状況が生じているのではないかという重要な懸念が

浮かび上がる。心身ともに成長過程にある高校生期

の競技活動が，健康を犠牲にして成績を追求するも

のであってはならないことは言うまでもない。高校

生期の競技者が過剰なトレーニングにより健康を害

することのないよう，また，高校生期にピークパ

フォーマンスを求めて将来の可能性を摘んでしまう
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ことのないよう，指導者や周囲の人々が選手の健康

を守るための適切な支援を提供することが重要であ

ろう。

Ⅴ　研究の限界

本研究は中長距離や競歩選手の回答が少なかっ

た。種目特性による違いも考えられるため，種目に

よる差については回答数を獲得し次第，今後種目間

での比較を行う必要があると考える。

また，一部の項目は 2024 年度調査のみで実施さ

れため，2021 年度調査から行っている項目と比較

してデータ量が限定的であった。今後も調査を継続

していき，データの蓄積を行うことで，追加された

項目においても高校陸上競技選手の特徴がより多角

的に明らかになっていくことが考えられる。

Ⅵ　要約

本研究の目的は，高校陸上競技選手を対象として，

全国大会に出場経験のある者（以下，全国レベル群）

と出場経験のない者（以下，非全国レベル群）の違

いを明らかにすることであった。

対象は 2021 年から 2024 年に実施された U19 強化

全国研修合宿を含む強化合宿に参加した選手であっ

た。彼らに質問紙調査を依頼し，データ収集を行っ

た。得られた回答は延べ 2,769 名であった。対象者

の競技レベルは，全国レベル群が 1,160 名，非全国

レベル群が 1,609 名であった。質問項目は，おもに

過去の運動歴及び競技歴，練習に対する意識やメン

タルタフネス，練習量と質，体調及び食習慣，心身

の状態であった。これらの項目のうち，回答が名義

尺度の項目ではカイ 2 乗検定および残差分析を行

い，順序尺度の項目は得点化した後，順位和検定を

行った。また，練習時間などの連続変数の項目は対

応のない t検定を行った。

競技歴について，全国レベル群は非全国レベル群

と比較して小学校期で陸上競技に取り組んでいる者

の割合が有意に高く，中学校期で全国レベル群の約

半数が全国大会へ出場していた。練習面では，全国

レベル群は日々の練習日数や練習時間が有意に高

かった。健康面では，食物の摂取状況などの項目で

有意差がみられ，全国レベル群は良好な食習慣であ

る傾向が示された。しかし，全国レベル群は，怪我

等の不具合なく練習できていた者の割合は低い傾向

にあり，無月経である者の割合は有意に高かった。

全国レベル群は非全国レベル群と比べて，競技開

始が早く，早い段階で高い競技レベルを有していた。

また，練習量が多いことから早期専門化と強度の高

いトレーニングに耐えることのできる選手が高校生

期に高い競技レベルを示すのかもしれない。その一

方で，早期専門化は健康上のリスクを伴うことが示

唆された。普段の生活において，全国レベル群は練

習に費やす時間は多く，サプリメントや食事に気を

つけながら日々生活をしていた。しかし，全国レベ

ル群で練習量の多さ，怪我無く練習をできている者

の少なさ，男子におけるエナジードリンクの摂取頻

度の高さにおいて，懸念があることが明らかとなっ

た。
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